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通期業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向を踏まえ、平成19年11月27日に公表いたしました平成20年4月期通期（平成19年５月

１日～平成20年４月30日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１．連結業績予想の修正 

 

平成20年４月期通期 連結業績予想数値の修正（平成19年５月１日～平成20年４月30日） 

     

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前回発表予想（A） 

（平成19年11月27日発表） 
7,891 1,631 1,634 882 6,796 95 

今回修正予想（B） 8,444 1,821 1,825 982 7,573 71 

増減額（B－A） 553 190 191 100 776 76 

増減率（％） 7.0 11.6 11.7 11.3 11.4 

前期（平成 19年４月期）実績 6,939 1,251 1,252 664 5,244 65 



 

２．個別業績予想の修正 

 

平成20年４月期通期 個別業績予想数値の修正（平成19年５月１日～平成20年４月30日） 

     

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前回発表予想（A） 

（平成19年11月27日発表） 
6,647 1,640 1,644 970 7,475 11 

今回修正予想（B） 7,439 1,837 1,841 1,076 8,298 69 

増減額（B－A） 792 197 197 106 823 58 

増減率（％） 11.9 12.0 12.0 10.9 11.0 

前期（平成 19年４月期）実績 5,691 1,273 1,264 709 5,594 52 

 

 

３．業績予想の修正理由 

 

（単体業績） 

 デジタルコンテンツ事業につきましては、新規コンテンツにおける会員数の獲得が堅調に推移し、既存コ

ンテンツの安定的な顧客基盤とあいまって、収益をさらに押し上げる結果となりました。それによって生じ

た利益を広告宣伝に再投下することにより、想定を上回る水準の会員数を獲得する成果を得ております。ま

た、コマース関連事業につきましては、モバイルコマースにおいて従来から実施しておりました利益率の向

上施策が当期においても順調に進捗しております。加えて、当社初の試みとなります公式サイトの無料占い

コンテンツ内でのショッピングコーナー「幸運カムカム堂」を立ち上げ、販路の拡大に努めてまいりました。

これらの結果、通期の業績の見通しにつきまして、売上高で11.9％、営業利益で12.0％、経常利益で12.0％、

当期純利益では11.0%当初予想を上回る見込みとなっております。 

 

（連結業績） 

 連結業績予想につきましても、個別の業績予想の修正が主な要因となり計画を上回る水準で推移しており

ます。携帯販売を展開している株式会社ジープラスにおいては、業務の効率化を図るためauショップ２店舗

を閉鎖したことにより、当該子会社におきましては計画値を下回る見込みとなっておりますが、単体におけ

る増収・増益によって吸収され、連結におきましても売上高 7.0%、営業利益 11.6％、経常利益が 11.7％、

当期純利益につきましては11.4%上回っての着地見込みとなりました。 

 



 

４．配当予想の修正について 

（１）平成20年４月期 配当予想の修正（平成19年５月１日～平成20年４月30日） 

     （金額の単位：円）

 １株当たり配当金 

基準日 中間 期末 年間 

前回発表予想 

（平成19年11月27日発表） 
－ 2,200 2,200 

今回修正予想 － 2,400 2,400 

前期（平成 19年４月期）実績 － 1,600 1,600 

 

（２）修正の理由 

当社では、企業体質の強化と積極的な事業展開に備えるために、必要な内部留保を確保しつつ、安定した配

当を実施していくことを基本方針としております。具体的には配当性向30％を目処とし、内部留保の充実及び

事業投資並びに各期の経営成績等を総合的に勘案した上で積極的に検討していきたいと考えております。  

上記の業績予想の修正の通り、当期の業績が順調に推移しておりますので、これまでの株主各位のご支援

にお応えすべく、当期の期末配当予想を1株当たり200円増配し、2,400円に修正いたします。 

 

（注）本資料における業績の見通しは、当社が現時点で入手可能な情報による判断、及び判定に基づいて算定してお 
ります。従いまして、予想に内在する不確定要因や今後の事業運営における内外の状況変化等により、実際の 
売上高及び利益は当該予想数値と異なる場合があることをご承知おきください。 

 

以上 


